
第２時「１次関数の対応」の学習指導

１ 主題 「１次関数の対応」

２ 指導目標

具体的な事象の中に見いだした１次関数の関数関係を利用して、対応する値を求めることをとおして、１

次関数の対応についての理解を深める。

３ 目標行動（○とする）Ｇ

、 。具体的な事象の中に見いだした１次関数について 関数関係を利用して対応する値を求めることができる

４ 下位目標行動（ ○はレディネスとする）Ｒ

① １ 次 関 数 の 式 の 中 の ｘ に 数 を 代 入 し 、 対 応 す る ｙ の 値 を 求 め る こ と が で き る 。

② ｘ の 値 に 対 応 す る ｙ の 値 を 求 め る 方 法 を 説 明 で き る 。

③ １ 次 関 数 の 式 と 比 例 の 式 の 、 共 通 す る 部 分 と 異 な る 部 分 を 言 う こ と が で き る 。

④ １ 次 関 数 の 式 の 形 を 言 う こ と が で き る 。

⑤ １ 次 関 数 の 関 係 に あ る ２ つ の 数 量 の 関 係 を 式 で 表 す こ と が で き る 。

⑥ １ あ た り 量 を 求 め る こ と が で き る 。Ｒ

⑦ 対 応 す る ２ つ の 数 量 が 比 例 す る か ど う か の 判 断 が で き る 。Ｒ

５ 下位目標行動の形成関連図とグルーピング

③ ⑥Ｒ

○← ①←② ⑤Ｇ

対応する値 ④ ⑦Ｒ

１次関数の式

６ 本時の展開過程

時 主な学習内容 展開の流れ 教材・教具と留意事項

間

＜導入＞

１ 既習内容確認

（ ⑥） コンピュータ教材Ｒ

・１あたり量

・代入

・四則

２ 問題提示 黒板・教科書

（ ⑦）Ｒ

バネに下げたおも

りの重さｘｇとバ

ネの長さｙｃｍの

間に次の関係があ

る。

の と き 、10g 11cm
のとき 。20g 13cm

３ 課題把握 黒板

バネの長さとおも

りの重さの関係を

調べてみよう。

1 5
分

＜展開＞ 教科書・ノート

４ 解決方法の予

想

バネの長さとおも

りの関係について ①

はじめ

補充問題を解く

問題の内容を確認する

学習課題を設定する

（説明）

バネの長さとおもりの関係

について、調べられそうな

ことを考える（話し合い）

コンピュータ教材で、１あたり量、代

入、四則についての既習内容の問題を解

かせる。

・教科書の図を見せながら、問題を読ん

で内容を確認する。

・重さと長さの２つの量の関係の問題で

あることを確認し、比例ではないことを

とらえさせる。

教師が提示し、学習課題を板書する。

関係を調べるには、変化の規則をとら

えればよいことを確認しておく。



どのようなことを ①

調べればよいか。

５ 考えた内容の 黒板

検討（⑤）

ノート

６ １次関数の定 黒板

義の確認（④）

〔評価１ （③）〕

７ １次関数の判 黒板

断

①ｙ＝２ｘは１次

関数か。

②ｙ＝ ／ｘは１18
次関数か。

８ １次関数の式 黒板・ノート

の利用（②）

コンピュータ教材

９ 適用問題

対 応 す る 値 の 自己評価表10
求め方

〔評価２ （①）〕

30
分

＜まとめ＞ 自己評価表

自己評価と11
本時のまとめ

次時の予告12

５

分

はコンピュータ教材を用いた学習場面を表す

おわり

生徒が考えた内容について

全体でまとめる （発表）。

生徒からあげられたものを

求める（作業→発表）

１次関数の定義（説明）

１次関数の式ｙ＝ａｘ＋ｂ

と比較して、判断する

ｘ

に 対 応 す る ｙ

の値を求めることができ

たか。

補足

説明

ｘの値に対応するｙの値を

求める適用問題を解く

本時の学習を振り返る

（自己評価・説明）

次時の予告をする（説明）

問題から調べられると考えたものをあ

げさせる。

生徒からあげられた問題の中から、変

化の割合とｘ＝０のときのｙの値を取り

上げ、１次関数の式を導く。

ｙがｘの関数で、 という関係がy=ax+b
あるとき、ｙはｘの１次関数であるとい

うことを確認する。

１次関数の式 と比較させ、 比例y=ax+b
の場合は と変形できるが、反比例y=ax+0
では１次関数の式の形に直せないことを

確認する。

ｘに対応するｙの値を求めるために、

１次関数の式に代入してｙの値を求める

ことの習得を図る。

１次関数で、ｘの値に対応するｙの値

を求める方法について確認する。

・ｘとｙの関係が、あらかじめ式で与え

られていることを確認する。

・比例のときの、ｘに対応するｙの値を

求める方法についてあげさせて、確認す

る。

１次関数と

比例の式の、共通す

る部分と異なる部分を

言えたか

補 足

説 明

１ 次 関 数 の 式 と

比 例 の 式 の 、 共

通 す る 部 分 と 異

な る 部 分 を 言 う

。ことができたか

ｘ に 対 応 す る ｙ

の 値 を 求 め る こ

と が で き た か 。

のおもりを下げたxg
ときのバネの長さを

と す る と き 、ycm
となる。このy=0.2x+9

とき、 のおもりを24g
下げたときのバネの長
さを求めなさい。

１次関数でｘの値に対応す

るｙの値の求め方を考える

（発言→説明）

・発問に対して挙手させ判断する。

・１次関数と比例の式を板書し、共通部

分と異なる部分を示して説明する。

・目標問題を解かせて、その正誤で評価

する。

Y E S

N O

Y E S

N O



第３時「変化の割合」の学習指導

１ 主題 「変化の割合」

２ 指導目標

１次関数の変化の仕方についての考察をとおして、変化の割合を求めることの有用性を理解させ、活用で

きるようにする。

３ 目標行動（○とする）Ｇ

変化の割合を求めることと、変化の割合とｘの増加量を用いてｙの増加量を求めることができる。

４ 下位目標行動（ ○はレディネスとする）Ｒ

① １ 次 関 数 の 式 と ｘ の 増 加 量 を 用 い て 、 ｙ の 増 加 量 を 求 め る こ と が で き る 。

ｙ の 増 加 量 が ｘ の 増 加 量 の ａ 倍 で あ る と 言 え る 。②

ｙ ＝ ａ ｘ ＋ ｂ で 、 ａ の 部 分 を 変 化 の 割 合 と 言 え る 。③

ｙ ＝ ａ ｘ ＋ ｂ で は （ ｙ の 増 加 量 ） ／ （ ｘ の 増 加 量 ） ＝ ａ で あ る こ と を 言 え る 。④ 、

ｘ の 増 加 量 が １ の と き の ｙ の 増 加 量 を 求 め る こ と が で き る 。⑤

１ あ た り 量 の 求 め 方 を 式 に 表 す こ と が で き る 。Ｒ ⑥

ｘ の 値 を １ ず つ 変 化 さ せ て 、 変 化 の 割 合 を 求 め る こ と が で き る 。⑦

対 応 表 を 作 る こ と が で き る 。Ｒ ⑧

対 応 す る ２ つ の 数 量 が 比 例 す る か ど う か の 判 断 が で き る 。Ｒ ⑨

５ 下位目標行動の形成関連図とグルーピング

⑥ ⑨Ｒ Ｒ

○ ⑤←⑦← ⑧ 変化の割合の求め方Ｇ Ｒ

①←②←③←④

ｙの増加量の求め方

６ 本時の展開過程

時 主な学習内容 展開の流れ 教材・教具と留意事項

間

＜導入＞

１ 既習内容確認

・１あたり量 コンピュータ教材

・増加量

・乗除

２ 問題提示

（ ⑧、 ⑨） 黒板・教科書
R R

y=2x+3１ 次 関 数

で、ｘの値が１ず

つ増加すると、ｙ

の値はいくつずつ

増加するだろうか ノート。

３ 課題把握 黒板

ｘの増加量が１の

ときのｙの増加量

を求める方法を考1 2
分 えてみよう。 ①

はじめ

補充問題を解く

問題の内容を確認する

問題を解いて発表する

（作業→発表）

学習課題を設定する

（説明）

コンピュータ教材で、１あたり量、増

加量、乗除についての既習内容の問題を

解かせる。

・板書してから問題を読んで提示する。

・ｘが１ずつ増加するときというのは、

どういう意味かをとらえさせる。

方法を考えられない生徒には、ｘに対

応するｙの値を、ｘの増加量を１にして

２組求めさせる。

教師が提示し、学習課題を板書する。



＜展開＞

４ 解決方法の予 ① 教科書・ノート

想

次の対応表の値を

とる１次関数で、

ｘの増加量が１の 黒板・ノート

ときのｙの増加量

を求めるにはどう

すればよいか。

（ ⑥、⑦）
R

ｘ ２ ７

ｙ ８ －２

５ 問題を解く 黒板・ノート

〔評価１ （⑤）〕

６ 変化の割合の 黒板

定義（③、④）

７ ｘの増加量と ノート

ｙの増加量の関

係（②）

８ 適用問題 コンピュータ教材

９ ｙの増加量の 自己評価表

求め方

〔評価２ （①）〕

33
分

＜まとめ＞ 自己評価表

自己評価と10
本時のまとめ

次時の予告11

５

分

はコンピュータ教材を用いた学習場面を表す

問題の内容を確認する

求めるための方法を考え、

発表する（作業→発表）

ｘの増加量が１のときのｙ

の増加量の求め方（説明）

変

化の割合を求め

ることができたか

ｘの増加量とｙの増加量の

関係を考察する

変化の割合の定義を確認す

る（説明）

変化の割合を求める問題と

ｙの増加量を求める問題を

解く

本時の学習を振り返る

（自己評価・説明）

次時の予告をする（説明）

おわり

前の問題と異なっていること、求める

値は１あたり量であることを確認する。

・対応表をもとにして考えさせる。

・ｙの増加量はｘの増加量に比例し、比

例定数は１次関数のｘの係数であること

を確認する。

・感覚的なａ倍というとらえではなく、

（ｙの増加量）＝ａ×（ｘの増加量）を

利用できるようにする。

ｘの増加量が１のときのｙの増加量を

変化の割合ということを説明する。

方法を考えられなかった生徒には対応

表のｘの値の欄に３から６までの数を補

わせてから予想させる。

ｘの増加量が１のときのｙの増加量は

１あたり量であることを確認する。

・ｘの増加量とｙの増加量が式で表現で

きているかを確認する。

・目標問題を解かせてその正誤で判断す

る。

変化の割合の求め方とｘの増加量と変

化の割合を利用してｙの増加量を求める

ことの習得を図る。

変化の割合の定義、求め方、ｙの増加

量の求め方について確認する。

補 足

説 明

ｘ

の増加量と

変化の割合を利用し

てｙの増加量を求める

ことができた

か

補 足

説 明

変 化 の 割 合 を 求

め る こ と が で き

たか

ｘの増加量と変化の割

合を利用してｙの増加

量を求めることができ

たか

目標問題を解かせてその正誤で判断す

る。

Y E S

N O

Y E S

N O



第４時「１次関数のグラフ」の学習指導

１ 主題 「１次関数のグラフ」

２ 指導目標

１次関数のグラフの特徴について考察することができる。

３ 目標行動（○とする）Ｇ

１次関数ｙ＝ａｘ＋ｂのグラフのａとｂの座標平面上で表す意味を言うことができる。

４ 下位目標行動（ ○はレディネスとする）Ｒ

、 。① y = a x + b の ｂ の 部 分 は グ ラ フ と ｙ 軸 と の 交 点 の ｙ 座 標 で あ る と 言 う こ と が で き る

② y = a x + b の ａ の 部 分 が 等 し け れ ば 、 グ ラ フ は 平 行 で あ る と 言 う こ と が で き る 。

③ １ 次 関 数 の グ ラ フ と 比 例 の グ ラ フ の 共 通 点 と 相 違 点 を あ げ る こ と が で き る 。

④ プ ロ ッ ト し た 点 を 元 に し て グ ラ フ を 書 く こ と が で き る 。

⑤ 対 応 表 の ｘ と ｙ の 値 の 組 を 、 座 標 平 面 上 に プ ロ ッ ト で き る 。

⑥ 対 応 表 を 作 る こ と が で き る 。Ｒ

⑦ 比 例 の グ ラ フ の 特 徴 を あ げ る こ と が で き る 。Ｒ

５ 下位目標行動の形成関連図とグルーピング

④←⑤← ⑥ １次関数のグラフＲ

①

○ ③ ← ⑦ 比例のグラフとの比較Ｇ Ｒ

②

定数の座標平面上の意味

６ 本時の展開過程

時 主な学習内容 展開の流れ 教材・教具と留意事項

間

＜導入＞

１ 既習内容確認

・式の値

・座標 コンピュータ教材

・対応の仕方

２ 課題把握 黒板

１次関数のグラフ

を書いて特徴を調

べてみよう

３ 問題提示 黒板

１次関数 のy=2x+3
グラフを書いてみ

よう1 2
分

＜展開＞ ノート

４ 解決方法の予

想

の グ ラ フ をy=2x+3
書くにはどうすれ

ばよいか

①

学習課題を設定する

（説明）

はじめ

補充問題を解く

問題の内容を確認する

グラフを書く方法を考える

コンピュータ教材で、式の値、座標、

対応の仕方についての既習内容の問題を

解かせる。

教師が提示し、学習課題を板書する。

・比例のグラフを書くときには、どのよ

うにして行ったかを振り返らせる。

・グラフの概形がわからない段階なので

対応表が必要であることに気づかせる。

問題を板書し、読んで提示する。



５ グラフ作成 ① 黒板・ノート・方眼紙

（⑤、 ⑥）R

〔評価１ （④）〕

６ 考察 ③ ⑦ 黒板（ 、 ）Ｒ

x=0変 化 の 割 合 や

のときの の値をy
変化させるとグラ

フはどうなるだろ

うか

黒板・プリント

７ 適用問題 コンピュータ教材

８ １次関数の 評価問題・黒板

グラフ

〔評価２ （①②）〕

3 3
分

＜まとめ＞ 自己評価表

９ 自己評価と

本時のまとめ

次時の予告10

５

分

はコンピュータ教材を用いた学習場面を表す

対 応 表 を 完 成

し、グラフを書くこと

ができたか

補 足

説 明

１次関数のグラフの特徴を

予想する

教師の発問に答える

・ とするとグラフはどb=0
うなるか

・ｂを増減させるとグラフ

はどうなるか

・ａを増減させるとグラ

フはどうなるか

１次関数のグラフの特徴に

ついての適用問題を解く

本時の学習を振り返る

（自己評価・説明）

次時の予告をする（説明）

おわり

・対応表を作成し、点をとることができ

ているかどうかを確認する。

・１次関数のグラフが直線となると考え

られることを確認してから、グラフを書

かせる。

・黒板に対応表とグラフを示し、個々に

作成したものと比較させて確認する。

一般的な１次関数のグラフは、原点を

通らない直線となると考えられることを

確認する。

・１次関数で とすると比例になり、b=0
原点を通る直線になることから、 はグラb
フの位置に関係し、ｙ軸との交点の座標

を表すことに気づかせる。

・ と のグラフは平行となるこy=2x+3 y=2x
とから、ａはグラフの傾き具合を表すこ

とに気づかせ、ａが増減したときにグラ

フがどう変化するかを確認する。

１次関数のグラフの特徴についての習

得を図る。

１次関数のグラフの特徴について確認

する。

対応表を完成し、グ

ラフを書くことがで

きたか

１次関数のグ

ラフの特徴を言えるか
補 足

説 明

・目標問題を解かせてその正誤で判断す

る。

・次のことについて確認する。

＊１次関数のグラフは直線である。

＊ａは直線の傾き具合を表し、＋なら

右上がり、－なら右下がりのグラフ

となる。

＊ｂはグラフとｙ軸との交点のｙ座標

を表す。

１次関数のグラフの

特徴を言えるか



第５時「傾きと切片」の学習指導

１ 主題 「傾きと切片」

２ 指導目標

１次関数のグラフから、傾きと切片を読みとることができるようにする。

３ 目標行動（○とする）Ｇ

１次関数のグラフから、傾きと切片を読みとることができる。

４ 下位目標行動（ ○はレディネスとする）Ｒ

① １ 次 関 数 の グ ラ フ か ら 、 ｙ ＝ ａ ｘ ＋ ｂ の ａ の 値 を 読 み と る こ と が で き る 。

② 変 化 の 割 合 を 求 め る こ と が で き る 。Ｒ

③ １ 次 関 数 の グ ラ フ 上 で 見 い だ し た ２ つ の 格 子 点 に つ い て 、 ｘ 、 ｙ の 増 加 量 を 求 め

る こ と が で き る 。

④ １ 次 関 数 の グ ラ フ 上 か ら 、 ２ つ の 格 子 点 を 見 い だ す こ と が で き る 。

⑤ 変 化 の 割 合 は 、 座 標 平 面 上 で 右 に １ だ け 移 動 す る と き に 上 下 に 変 化 す る 量 で あ るＲ

こ と が 言 え る 。

⑥ ｘ や ｙ の 増 加 を 座 標 平 面 上 の 移 動 に 置 き 換 え て 説 明 す る こ と が で き る 。Ｒ

⑦ １ 次 関 数 の グ ラ フ か ら 、 ｙ ＝ ａ ｘ ＋ ｂ の ｂ の 値 を 読 み と る こ と が で き る 。

⑧ ｙ ＝ ａ ｘ ＋ ｂ の ｂ の 値 が 座 標 平 面 上 で 表 す 意 味 を 言 う こ と が で き る 。Ｒ

５ 下位目標行動の形成関連図とグルーピング

② 傾きの読みとり方Ｒ

○←① ←③←④← ⑤Ｇ Ｒ

増加量の読みとり方

⑥Ｒ

⑦← ⑧ 切片の読みとり方Ｒ

６ 本時の展開過程

時 主な学習内容 展開の流れ 教材・教具と留意事項

間

＜導入＞

１ 既習内容確認

・変化の割合

コンピュータ教材

２ 課題把握 黒板

１次関数のグラフ

を手がかりにして

式を作るにはどう

すればいいだろう1 2
分 か

＜展開＞ 黒板・ノート

３ 解決方法の予

想

１次関数のグラフ

から の形のy=ax+b
式を作るにはどう ①

すればよいか

はじめ

補充問題を解く

学習課題を設定する

（説明）

グラフから式を作る方法

を考える（作業→発表）

コンピュータ教材で、変化の割合につ

いての既習内容の問題を解かせる。

教師が提示し、学習課題を板書する。

提示されたグラフから手がかりを読み

とり、１次関数の式を作る方法を考えさ

せる。



４ 切片 ①

（⑦、 ⑧）R

切片の求め方

切片の定義

５ 傾き 黒板

変化の割合の求め

方

（ ②、 ③、④、
R Ｒ

⑤、 ⑥）Ｒ Ｒ

６ 傾きと切片

７ 適用問題 コンピュータ教材

８ 傾きの求め方 自己評価表

（①）

［評価２ （①）］

3 3
分

＜まとめ＞ 自己評価表

９ 自己評価と

本時のまとめ

次時の予告10

５

分

はコンピュータ教材を用いた学習場面を表す

ｘ＝０のときのｙの値の求

め方（発表）

切片の定義を知らせる

変化の割合の求め方を考え

る（作業→発表）

１次関数のグラフから傾き

と切片を読みとる方法の確

認

本時の学習を振り返る

（自己評価・説明）

次時の予告をする（説明）

おわり

切片は、グラフとｙ軸との交点のｙ座

標であることを確認する。

変化の割合を求めるには、グラフが通

る２つの格子点を見つけて、その間のｘ

の増加量、ｙの増加量を求めてから（ｙ

の増加量）／（ｘの増加量）を計算すれ

ばよいことを確認する。

傾きの定義を知らせる

傾きは、座標平面上で右に１だけ進む

ときに上下にどれだけ変化するかを表し

た量であることを確認する。

・定義の確認をする。

・グラフからの読みとりの仕方を確認す

る。

１次関数のグラフから、傾

きと切片を読みとり式に表

現する適用問題を解く

１次関数のグラフから、傾きと切片を

。読みとり式に表現することの習得を図る

１次関数のグラフから、傾きと切片を

読みとり式に表現する方法を確認する。

傾きを求めること

ができたか

補 足

説 明

目標問題を解かせてその正誤で判断す

る。
傾きを求めることが

できたか



第６時「傾きと切片を利用した１次関数のグラフの書き方」の学習指導

１ 主題 「傾きと切片を利用した１次関数のグラフの書き方」

２ 指導目標

１次関数のグラフから式に表現することとの比較をとおして、傾きと切片を利用して、変化の割合が整数

である１次関数のグラフを書くことができる。

３ 目標行動（○とする）Ｇ

傾きと切片を利用して、１次関数のグラフを書くことができる。

４ 下位目標行動（ ○はレディネスとする）Ｒ

① 傾 き と 切 片 を 利 用 し て グ ラ フ を 書 く こ と が で き る 。

、 。② 切 片 を 開 始 点 と し て 傾 き を 利 用 し て ｘ が 減 少 す る 場 合 の 点 を と る こ と が で き る

、 。③ 切 片 を 開 始 点 と し て 傾 き を 利 用 し て ｘ が 増 加 す る 場 合 の 点 を と る こ と が で き る

④ 座 標 平 面 上 に 切 片 を プ ロ ッ ト す る こ と が で き る 。

、 。Ｒ ⑤ １ 次 関 数 の グ ラ フ を 書 く と き に 傾 き の 座 標 平 面 上 で の 意 味 を 言 う こ と が で き る

、 。Ｒ ⑥ １ 次 関 数 の グ ラ フ を 書 く と き に 切 片 の 座 標 平 面 上 で の 意 味 を 言 う こ と が で き る

⑦ １ 次 関 数 の 式 か ら 、 グ ラ フ の 傾 き と 切 片 を 読 み と る こ と が で き る 。Ｒ

５ 下位目標行動の形成関連図とグルーピング

切片のとり方

④ ⑥Ｒ

○←① ⑦Ｇ Ｒ

②←③ ⑤Ｒ

傾きのとり方

６ 本時の展開過程

時 主な学習内容 展開の流れ 教材・教具と留意事項

間

＜導入＞

１ 既習内容確認

（ ⑤、 ⑥、 ⑦） コンピュータ教材R R R

・座標

・変化の割合

・傾きと切片

２ 問題提示 黒板

１次関数 のy=-3x+1
グラフを書くには

どうすればいいだ

ろうか

３ 課題把握 黒板

１次関数のグラフ

を書く方法を考え1 2
分 てみよう

＜展開＞ ノート・方眼紙

４ 解決方法の予

想

１次関数のグラフ

を書くにはどうす

ればよいか

①

はじめ

補充問題を解く

学習課題を設定する

（説明）

問題の内容を確認する

どちらの方法でグラフを

書くかを決定する

（発表）

コンピュータ教材で、座標、変化の割

合、傾きと切片についての既習内容の問

題を解かせる。

・問題を板書して提示する。

・どのような方法が考えられるかをあげ

させる。対応表を利用する方法と傾きと

切片を利用する方法を出させる。

教師が提示し、学習課題を板書する。

どちらの方法で書くかを把握する。

（挙手）



①

５ １次関数のグ 黒板

ラフの書き方

〔評価１ （④）〕

〔評価２〕

（ 、 ）② ③

６ 適用問題 コンピュータ教材

７ 練習問題 ノート

８ １次関数のグ

ラフの書き方 自己評価表

〔評価３ （①）〕

3 3
分

＜まとめ＞ 自己評価表

９ 自己評価と

本時のまとめ

次時の予告10

５

分

はコンピュータ教材を用いた学習場面を表す

本時の学習を振り返る

（自己評価・説明）

次時の予告をする（説明）

おわり

提 示 さ れ た １ 次 関 数

のグラフを書く。y=-3x+1
（作業）

１次関数のグラフの書き方

（説明）

切片と傾きのとりかたにつ

いての適用問題を解く

１次関数のグラフを書く

（作業）

１次関数のグ

ラフを書くことがで

きたか

補 足

説 明

・書くための手順を確認する。

・傾きの取り方を図示して説明する。

・２つの方法を比較させ、それぞれのよ

さを出させ、１次関数では傾きと切片を

利用する方法の方がよいことを確認する

１次関数のグラフを書く手順と切片・

傾きの取り方を確認する。

切片と傾きの取り方についての習得を

図る。

実際の作業を通して、１次関数のグラ

フに表す練習を行わせる。

１次関数のグラフを書く手順と切片・

傾きのとり方を確認する。

１

次関数の式

からグラフの切片

をとることができ

たか

生徒発

表で補

足説明

傾きを利用

してグラフが通る点

をとることがで

き た か

生徒発

表で補

足説明

１次関数の式からグ

ラフの切片をとるこ

とができたか

傾きを利用してグラ

フが通る点をとるこ

とができたか

挙手させて判断する。

挙手させて判断する。

１次関数のグラフを

書くことができたか

。目標問題を解かせてその正誤で判断する



第７時「傾きが分数の１次関数のグラフの書き方」の学習指導

１ 主題 「傾きが分数の１次関数のグラフの書き方」

２ 指導目標

直線の傾きがグラフ上にどう現れるかという考察をとおして、傾きが分数のときは、格子点の取り方を変

えることが有効であることを理解させる。

３ 目標行動（○とする）Ｇ

傾きが分数である１次関数のグラフを、分母と分子の値を利用して書くことができる。

４ 下位目標行動（ ○はレディネスとする）Ｒ

① 傾 き を 元 に し て 、 座 標 平 面 上 に グ ラ フ が 通 る 点 を い く つ か 取 る こ と が で き る 。

② 傾 き が 分 数 の と き 、 分 母 だ け 右 に 進 み 、 分 子 だ け 変 化 す る と い う こ と が 言 え る 。

③ 対 応 表 を 元 に し て 、 右 に い く つ 上 下 に い く つ と い う 変 化 の 仕 方 を 言 え る 。

④ ｘ の 値 が 分 母 の 倍 数 の と き の ｙ の 値 を 求 め て 、 対 応 表 を 作 る こ と が で き る 。

⑤ ｘ の 値 が 分 母 の 倍 数 の と き に 格 子 点 を 通 る と 言 え る 。

⑥ ｘ の 増 加 量 が １ の と き の 読 み と り 方 で は 、 格 子 点 を 通 ら な い と 言 え る 。

⑦ 座 標 平 面 上 に 切 片 を プ ロ ッ ト す る こ と が で き る 。Ｒ

、 。Ｒ ⑧ １ 次 関 数 の グ ラ フ を 書 く と き に 傾 き の 座 標 平 面 上 で の 意 味 を 言 う こ と が で き る

、 。Ｒ ⑨ １ 次 関 数 の グ ラ フ を 書 く と き に 切 片 の 座 標 平 面 上 で の 意 味 を 言 う こ と が で き る

⑩ １ 次 関 数 の 式 か ら 、 グ ラ フ の 傾 き と 切 片 を 読 み と る こ と が で き る 。Ｒ

⑪ １ 次 関 数 の 式 を 利 用 し て ｘ の 値 に 対 応 す る ｙ の 値 を 求 め る こ と が で き る 。Ｒ

５ 下位目標行動の形成関連図とグルーピング

対応表での処理

③←④ ⑪Ｒ

○ ← ①←② ⑩Ｇ Ｒ

⑨Ｒ

傾きのとり方 ⑤←⑥ ⑧Ｒ

⑦Ｒ

座標平面上での処理

６ 本時の展開過程

時 主な学習内容 展開の流れ 教材・教具と留意事項

間

＜導入＞

１ 既習内容確認

（ ⑧、 ⑨、 ⑩）Ｒ Ｒ Ｒ

・分数の乗除 コンピュータ教材

・ｙの増加量

・傾きと切片

２ 問題提示 黒板

y=-2/3x+4１ 次 関 数

のグラフを書くに

はどうすればいい

だろうか

３ 課題把握 黒板

傾きが分数の１次

関数のグラフを書

く方法を考えてみ1 2
分 よう ①

はじめ

補充問題を解く

（ ）学習課題を設定する 説明

問題の内容を確認する

コンピュータ教材で、分数の乗除、ｙ

の増加量、傾きと切片についての既習内

容の問題を解かせる。

・切片のとりかたは前時に学習した整数

の場合と同様にできることを確認する。

・傾きのとりかたを整数の場合と同様に

。してできるかどうかの見通しを持たせる

・格子点を通らないと正確なグラフを書

けないことを確認する。

教師が提示し、学習課題を板書する。



＜展開＞ ①

４ 解決方法の予

想 ノート・方眼紙

傾きが分数の１次

関数のグラフを書

くにはどうすれば

よいか

（ 、 、 、 、② ③ ④ ⑤

⑥、 ⑦、 ⑪）Ｒ Ｒ

５ 傾きが分数の 黒板

１次関数のグラフ

の書き方

６ 適用問題 コンピュータ教材

７ 練習問題 ノート

［評価１ （①）］

自己評価表

3 3
分

＜まとめ＞ 自己評価表

８ 自己評価と

本時のまとめ

９ 次時の予告

５

分

はコンピュータ教材を用いた学習場面を表す

本時の学習を振り返る

（自己評価・説明）

次時の予告をする（説明）

おわり

グラフを書く方法を考え

る（作業→発表）

提 示 さ れ た １ 次 関 数

のグラフを書く。y=-2/3x+4
（作業）

１次関数 のグラy=-2/3x+4
フの書き方を確かめる

傾きが分数の１次関数のグ

ラフの書き方（説明）

傾きが分数のときの傾きの

とりかたについての適用問

題を解く

傾きが分数の１次関数のグ

ラフを書く（作業）

傾きが分数の

１次関数のグラフを書

くことができた

か

補 足

説 明

切片をとることは同様に行うことがで

きるので、傾きの取り方について考える

ことを確認する。

・書くための方法を確認し、どの方法で

もグラフが一致することを確認する。

・傾きの取り方を図示して説明し、対応

。表を作らなくても書けることを確認する

傾きが分数の１次関数のグラフを書く

ときの傾きの取り方を確認する。

、傾きが分数である１次関数のグラフの

傾きの取り方についての習得を図る。

実際の作業を通して、傾きが分数の１

次関数をグラフで表す練習を行わせる。

傾きが分数の１次関数をグラフで表す

ことについて確認する。

傾きが分数の１次関

数のグラフを書くこ

とができたか
目標問題を解かせてその正誤で判断す

る。



第８時「１次関数の変域」の学習指導

１ 主題 「１次関数の変域」

２ 指導目標

、 。１次関数の変化の仕方を連続的にとらえさせながら ｘの変域に対応するｙの変域の求め方を理解させる

３ 目標行動（○とする）Ｇ

１次関数の、ｘの変域に対応するｙの変域を求めることができる。

４ 下位目標行動（ ○はレディネスとする）Ｒ

① グ ラ フ を 用 い て 、 ｘ と ｙ の 変 域 が 対 応 し て い る こ と を 説 明 す る こ と が で き る 。

② １ 次 関 数 の グ ラ フ に 対 応 す る ｙ の 変 域 を 、 ｙ 軸 上 に 図 示 す る こ と が で き る 。

③ １ 次 関 数 の グ ラ フ の う ち 、 ｘ の 変 域 に 対 応 す る 部 分 を 図 示 す る こ と が で き る 。

④ ｘ の 変 域 を ｘ 軸 上 に 図 示 す る こ と が で き る 。

⑤ １ 次 関 数 の グ ラ フ を 書 く こ と が で き る 。Ｒ

⑥ 座 標 平 面 上 で ｘ の 変 域 は 左 右 の 、 ｙ の 変 域 は 上 下 の 範 囲 で あ る と い え る 。Ｒ

⑦ ｙ の 変 域 を 求 め る こ と が で き る 。

⑧ 変 域 の 表 し 方 を 説 明 す る こ と が で き る 。Ｒ

⑨ ｙ の 最 小 値 と 最 大 値 を い う こ と が で き る 。

⑩ ｘ が 増 加 す る と き に 、 ｙ が 増 加 す る か 減 少 す る か を 判 断 す る こ と が で き る 。Ｒ

⑪ 変 域 と は 、 変 数 の と り う る 値 の 範 囲 で あ る と い う こ と が で き る 。Ｒ

⑫ 対 応 表 を 作 る こ と が で き る 。Ｒ

５ 下位目標行動の形成関連図とグルーピング

⑩ 変域を式で表すことＲ

⑦ ⑫Ｒ

○ ⑧←⑨ ⑪Ｇ Ｒ

① ←②←③←④← ⑤Ｒ

⑥Ｒ

変域を座標平面上に表すこと

６ 本時の展開過程

時 主な学習内容 展開の流れ 教材・教具と留意事項

間

＜導入＞

１ 既習内容確認

（ ⑪、 ⑫）Ｒ Ｒ

・四則 コンピュータ教材

・代入

・対応の仕方

２ 問題提示 黒板

y=-2 +4１次関数 ｘ

で、ｘの変域が３

≦ｘ≦７である。

３ 課題把握 黒板

ｘの変域に対応す

るｙの変域の求め

。方を考えてみよう

1 5
分 ①

はじめ

補充問題を解く

問題の内容を確認する

（ ）学習課題を設定する 説明

コンピュータ教材で、四則、代入、対

応の仕方についての既習内容の問題を解

かせる。

板書して提示し、変域の定義を確認す

る。

教師が提示し、学習課題を板書する。



＜展開＞ ①

４ 解決方法の予 教科書・ノート

想

y=-2 +4１次関数 ｘ

でｘの変域が３≦

ｘ≦７のときのｙ

の変域の求め方を ノート

考えてみよう。

（⑧、⑨、 ⑩）Ｒ

５ ｙの変域の求 黒板・ノート

め方

［評価１ （⑦）］

自己評価表

６ グラフの利用

（ 、 、 、 、② ③ ④ ⑤Ｒ

⑥）Ｒ

７ 適用問題 コンピュータ教材

［評価２ （①） 方眼紙］

＜まとめ＞ 自己評価表

８ 自己評価と

本時のまとめ

９ 次時の予告

５

分

はコンピュータ教材を用いた学習場面を表す

本時の学習を振り返る

（自己評価・説明）

次時の予告をする（説明）

おわり

ｙの変域の求め方

（作業→発表）

ｙの変域を求める

（作業→発表）

ｙの変域の確認（発表）

ｘ

の変域に対応

するｙの変域を求める

こ と が で き た

か

補 足

説 明

ｘの変域の両端の値に対するｙの値を

求め、対応表に表すことを確認する。

、ｘが増加するときにｙは増加か減少か

ｙの最大値、最小値は何かをとらえてい

るかどうかを確認する。

－２≦ｘ≦－ としている場合には増10
減のとらえ方を確認させる。

１次関数で、ｘの変域に対応するｙの

変域の求め方の習得を図る。

１次関数でｘの変域に対応

するｙの変域を求める適用

問題を解く

１次関数で、ｘの変域に対応するｙの

変域の求め方を確認する。

１次関数 ｘ のグラy=-2 +4
フを書く（作業）

教師の発問に答える

・ｘの変域は座標平面上で

はどういうことか

・ｙの変域は座標平面上

ではどういうことか

座標平面上にｘの変域を

図示し、それに対応するグ

ラフの部分を明示して、

。（ ）ｙの変域を求める 作業

ｘ軸、ｙ軸の目盛りと関連させて考え

させる。

教師が指示する。

目標問題を解かせてその正誤で判断す

る。

ｘの変域に対

応するｙの変域をグラフ

を利用して求めること

が で き た か

補 足

説 明

ｘの変域に対応する

ｙの変域を求めるこ

とができたか

ｘの変域に対応する

ｙの変域をグラフを

利用して求めること

ができたか

・目標問題を解かせてその正誤で判断す

る。



第９時「変化の割合がわかっているときのｘ、ｙの関係を１次関数の式で表すこと」の学習指導

１ 主題 「変化の割合がわかっているときのｘ、ｙの関係を１次関数の式で表すこと」

２ 指導目標

変化の割合と１組の対応するｘ、ｙの値の組が与えられているときに、グラフや対応表を関連づけさせる

ことをとおして、１次関数の式で表す方法を考えさせる。

３ 目標行動（○とする）Ｇ

変化の割合と１組の対応するｘ、ｙの組が与えられているときのｘ、ｙの関係を１次関数の式で表すこと

ができる。

４ 下位目標行動（ ○はレディネスとする）Ｒ

① ｙ ＝ ａ ｘ ＋ ｂ に ｂ の 値 を 代 入 し 、 １ 次 関 数 の 式 の 形 で 答 え る こ と が で き る 。

② ｂ に つ い て の 方 程 式 を 解 く こ と が で き る 。

③ 対 応 す る ｘ 、 ｙ の 値 の 組 を 代 入 す る こ と が で き る 。Ｒ

④ 対 応 す る ｘ 、 ｙ の 値 の 組 を 、 １ 次 関 数 の 式 に 代 入 す る と 成 り 立 つ こ と が 言 え る 。

⑤ ｙ ＝ ａ ｘ ＋ ｂ に ａ の 値 を 代 入 す る こ と が で き る 。

⑥ ｙ ＝ ａ ｘ ＋ ｂ の ａ は 変 化 の 割 合 で あ る と 言 う こ と が で き る 。Ｒ

⑦ 求 め る １ 次 関 数 を ｙ ＝ ａ ｘ ＋ ｂ と し た と き 、 ａ と ｂ の 値 が わ か れ ば よ い と い う こ

と が 言 え る 。

５ 下位目標行動の形成関連図とグルーピング

変化の割合の処理

⑤← ⑥Ｒ

○←①←④ ⑦Ｇ Ｒ

② ③Ｒ

対応する値の組の処理

６ 本時の展開過程

時 主な学習内容 展開の流れ 教材・教具と留意事項

間

＜導入＞

１ 既習内容確認

（ ⑥）Ｒ

・代入 コンピュータ教材

・方程式

・変化の割合

２ 問題提示 ⑦ 黒板・教科書（ ）Ｒ

ｙがｘの１次関数

で、変化の割合が

４で、ｘ＝３のと

きｙ＝ である。18

３ 課題把握 黒板

変化の割合と対応

するｘ、ｙの値の

組が１組わかって

いるときの１次関

数の式の求め方を ①

考えてみよう1 5
分

はじめ

補充問題を解く

問題の内容を確認する

（ ）学習課題を設定する 説明

コンピュータ教材で、代入、方程式、

変化の割合についての既習内容の問題を

解かせる。

・教師が提示し、学習課題を板書する。

・板書してから、読んで提示する。

・１次関数の式（ｙ＝ａｘ＋ｂ）の確認

と、ａとｂが求まればよいことを確認す

る。



＜展開＞ ① ノート

４ 解決方法の予

想（⑤）

、変化の割合が４で

ｘ＝３のときｙ＝

である１次関数18
の関係を式で表し

てみよう。

５ １次関数の式 ノート・ 方眼紙）（

で表す

（②、 ③、④）Ｒ

６ 直線を式で表 黒板・ノート

す

７ １次関数の式 黒板・ノート

での表し方

８ 適用問題 コンピュータ教材

９ １次関数の式 自己評価表

での表し方

［評価１ （①）］

3 0
分

＜まとめ＞ 自己評価表

自己評価と10
本時のまとめ

次時の予告11

５

分

はコンピュータ教材を用いた学習場面を表す

本時の学習を振り返る

（自己評価・説明）

次時の予告をする（説明）

おわり

解決方法を考える

（作業→発表）

１次関数の式で表す

（作業→発表）

１次関数の式の求め方

（発表→比較）

変化の割合と１組の対応す

るｘ、ｙの値を利用して１

次関数の関係を式で表す適

用問題を解く

傾きがわかっているときの

（ ）直線の式での表し方 問答

・式の利用、対応表の利用、グラフの利

用の３つの方法が出されると考えられる

が、自分の考えた方法で取り組ませる。

・変化の割合はわかっているので、ｘ＝

０のときのｙの値を求めればよいことを

確認する。

必要な生徒には方眼紙を配布する。

用語が異なっていても処理する手順や

内容は同じであることを確認する。

出された方法を比較して、どの方法が

よいかを検討させる。

変化の割合がわかっているときの１次

関数の式の求め方の習得を図る。

変化の割合がわかっているときの１次

関数の関係を式で表す方法について確認

する。

１

次関数の関係を

式で表すことがで

き た か

補 足

説 明

目標問題を解かせてその正誤で判断す

る。

１次関数の関係を式

で表すことができた

か



第 時「対応するｘ、ｙの値が２組わかっているときのｘ、ｙの関係を１次関数の式で表すこと」の学習指導10

１ 主題 「対応するｘ、ｙの値が２組わかっているときのｘ、ｙの関係を１次関数の式で表すこと」

２ 指導目標

対応する２組のｘ、ｙの値が与えられているときに、変化の割合の求め方と変化の割合がわかっていると

きの方法を利用して、１次関数の式での表し方を考えさせる。

３ 目標行動（○とする）Ｇ

対応するｘ、ｙの値が２組わかっているときのｘ、ｙの関係を、１次関数の式で表すことができる。

４ 下位目標行動（ ○はレディネスとする）Ｒ

① 変 化 の 割 合 と １ 組 の ｘ 、 ｙ の 値 の 組 が わ か っ て い る と き の １ 次 関 数 の 関 係 を 式

に 表 す 方 法 を 利 用 す れ ば よ い と 言 う こ と が で き る 。

② 対 応 す る ２ 組 の ｘ 、 ｙ の 値 か ら 変 化 の 割 合 を 求 め る こ と が で き る 。

、 。Ｒ ③ 対 応 す る ２ 組 の ｘ ｙ の 値 か ら 変 化 の 割 合 を 求 め る こ と が で き る こ と が 言 え る

④ 変 化 の 割 合 が 与 え ら れ て い な い こ と と 対 応 す る 値 の 組 が ２ 組 与 え ら れ て い る こ

と を 、 前 の 時 間 と 比 較 し て 言 う こ と が で き る 。

⑤ 変 化 の 割 合 と １ 組 の ｘ 、 ｙ の 値 の 組 が わ か っ て い る と き の １ 次 関 数 の 関 係 を 式Ｒ

に 表 す 方 法 を 説 明 す る こ と が で き る 。

⑥ 求 め る １ 次 関 数 を ｙ ＝ ａ ｘ ＋ ｂ と し た と き 、 ａ と ｂ の 値 が わ か れ ば よ い と い うＲ

こ と が 言 え る 。

５ 下位目標行動の形成関連図とグルーピング

○←① ⑤Ｇ Ｒ

② ④ ⑥Ｒ

③Ｒ

変化の割合の求め方

６ 本時の展開過程

時 主な学習内容 展開の流れ 教材・教具と留意事項

間

＜導入＞

１ 既習内容確認 コンピュータ教材

（ ⑤）Ｒ

・変化の割合がわ

かっているときに

１次関数の式で表

すこと

２ 問題提示 黒板・教科書

（④、 ⑥）Ｒ

ｘ のとき 、=-4 y=2
=-1 y=-7ｘ の と き

となる１次関数の

関係を式で表して

みよう

３ 課題把握 黒板

１次関数の対応す

るｘ、ｙの値が２

組わかっていると

きのｘ、ｙの関係

を式で表してみよ ①1 5
分 う

はじめ

補充問題を解く

問題の内容を確認する

（ ）学習課題を設定する 説明

コンピュータ教材で、変化の割合がわ

かっているときに１次関数の式で表すこ

。とについての既習内容の問題を解かせる

・教師が提示し、学習課題を板書する。

・板書してから読んで提示する。

・１次関数の式（ｙ＝ａｘ＋ｂ）の確認

と、ａとｂが求まればよいことを確認す

る。

、・前時とは変化の割合がわからないこと

ｘ、ｙの値の組が２組与えられているこ

との２つの違いがあることを確認する。



＜展開＞ ① ノート

４ 解決方法の予

想

（②、 ③）Ｒ

ｘ のとき 、=-4 y=2
=-1 y=-7ｘ の と き

となる１次関数を

。式で表してみよう

６ １次関数の式 黒板・ノート

での表し方

７ 直線の式での 黒板・ノート

表し方

８ 適用問題 コンピュータ教材

９ １次関数の式 自己評価表

での表し方

［評価１ （①）］

3 0
分

＜まとめ＞ 自己評価表

９ 自己評価と

本時のまとめ

次時の予告10

５

分

はコンピュータ教材を用いた学習場面を表す

本時の学習を振り返る

（自己評価・説明）

次時の予告をする（説明）

おわり

解決方法を考える

（作業→発表）

１次関数の式での表し方

（発表→比較）

通る点が２点わかっている

ときの直線の式での表し方

（問答）

対応する２組のｘ、ｙの値

を利用して１次関数の関係

を式で表す適用問題を解

く

式の利用、対応表の利用、グラフの利

用の３つの方法が出されると考えられる

が、自分の考えた方法で取り組ませる。

出された方法を比較して、どの方法が

いいかを検討させる。

用語が異なっていても処理する手順や

内容は同じであることを確認する。

対応する２組のｘ、ｙの値を利用して

１次関数の関係を式で表す方法の習得を

図る。

対応する２組のｘ、ｙの値を利用して

１次関数の関係を式で表す方法について

確認する。

対

応する２

組のｘ、ｙの値

を利用して１次関数の

関係を式で表すこと

ができたか

補 足

説 明

目標問題を解かせてその正誤で判断す

る。
対応する２組のｘ、

ｙの値を利用して１

次関数の関係を式で

表すことができたか


